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.・一.「..-」.._、.馳 、 一 「一 '.齟厂.'　"'{
L水 溶 液 に 禁 け る 電 蹼 揮 融 の 温 度 に 俵 る 慶 化
tf・!・Ilnrnetl及1・P・1':tnlircv・J・Am・ヒ
Cliem囓S艦～cL,56。1rレ31」δ二;`1f:x〕
電 塾 恒 數 の 掻 大 儀 蝗 に 善の 時 の 温 度 を計 算 か ら正 し
く求 め碼 る と 電解 質 を 取1」扱 ふ 上 に 極 め.て有 利 と思
メ"著 者 導1よ之 に 開 す る 多 くω 貰驗 結 果 を蜍fトして 一
つの 指 針 を此 處 に墨 示 して 居 る・即 ち移 動 電 池(T「allS-
fen'ncecO[りの 電動 力 かej電魁恒 鼓tK)を 求 め る と
液 間 電 動 力.等に依b談 差 の 懲 す るは 必 然 で 正 しい 依.を
求 め る事 は困 難 で あ る.著者 等 は無 移動 電 池(WitLlollt
transferenlL"Lic鴫・叫 を使 用 し電 動 力 測定 か ら蟻 酸,猷 酸.
ク ロ ロ醋 酸,プ ロピ オ ン酸,グ リ シ ン,ア ラ.昌ン,
HSO≠H3PO4一等 のKを 笆 々の 温 度(t)に 就 τ 求 め
f:・之 の 籍 果 電靉 恒 鍛 は 温 度の 上 垂1・に從 ひ 始 め増 人 し
極 大 を通 り後 に段 々誠少 し行 くを見 た ・ 帥 ち1`,gK
をtに 關 し瞰 示 して ∫Lたる.に一 般 に 非常 に傾 肺亅の よ く
一 致 せ るIIIi線を得 た・ 茲 に於 て109K-1・gK・1をしo
l二つ き団 示 した.るに殖 ん ど 凡て の 電 解 質 は 同一 の 曲糘.
1jる.の躅 る・蠣 唹 てAm.・≠獣 の離 臨




.鰮 瞳 魍 ・.たる碑 唹 τ麟 蝉 鱒 をな




(10gx*rc=)を量i;saし回 示 す る と武纏 駆 興 を得
る・ 直緯 の頬 斜 よ り2PO・縫 軸 の銭 片 よ らIog玉m-
p膿 が知 られ るか らn及timを 求め る こ とが 出來a・
何 とな れ 曇まPは 磯 恒 數 で φ つ て(iosh-1㎎Km)一
(Lo)圏よう 求 ま るか らで あ る(P-a:Oxld-5dご雪)・
斯sし 丁得 た.る0及timは 資 岡 感 と よ く一 致 す る を
見 た・.
鶴 Φ 弐鰯 電解質の一般式で郁 力・ら・騾 反
応の含熱量の變化をxの如 くして求めろことが出來る
1畭 旱 一轟 一幺・讐 辞一…・…働
然 るに(2)より
≦耳3=一2.:;×If,一弓1:7ｰ一(巴一り}(5}
とな.る,(o)式に て1uo,')d。,4U。Cの場 合 の'ム11を
計#し 購 か ら提 示 さ れ た笹 と比 鮫 して 大 燧一 致 す る を
見 た・BtLnIanの 間 に 何 那 一般 量 的 開 係 はな い ト






:銀黻 か ら.苛性晋遡 ほ つτ嚇 性誚鷓 の沈汲を作









一 .(抄 耀 一
R
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て行樋 轡 のP叨變化を麟 諏・てよみ」臨 糠
され醐 糟 齣 量隅 しで"・魄 を樅轍 ヒ.と贓
定曲鏤を得る・三つの異っ#識 度の試験液にういτ試
h%itil_.雌か舜 揄.る撮奪海1・必魏 苛儲
逹曝 と.・.初め麟 碪 簿 を・卜桝 る嘆 す硝 性.
曹逵の琿論贋と.の差は水酸化第一水鍛の沈澱に必饗な
.量





知聯 から"9..とN"・との肝 雌 糊 納 て
來 る・
か なbの 一致 を示 して 居 る一'1:t4云へ るの で あ る.
1`・il[onは舗 鹽黻 かC,｢,hの鹽羅 噛 沈激を
作 るに必要なPH佼 聖まその金罵麒に對塵すLる水皺イヒ
勲 飆 する腰 する .PI`とほ≒.4・ど織 爭 鱒
べτ居る・叉一方唹 τ晦 性臥 磐齢 鋪 鰍
〔Hg2÷+r〔田 「 〕Y〔掴1庁〕 は水薮化物のそ巾.
〔Hg2++〕〔OI.F〕9=より不定であると云az}tが知れてゐ
るか ら此の轡会に於 ける燦件 よh〔1h_i+]〔PH一〕忠
を得糠 が1瞭 る・瞞 錘 にi燬 レ'・&@pla11'F・髄
の量.を滴定典線よ蜘 れば計算に上り灣液中.に殘存す
る 〔晦 ・場 ・瀘 を耡 町 し壌 ≒の雌 賤 岨









,.跏二行ふ事が鰥 祉 闘 、L7居る.・.(却)
3.飴 拿 鵬 媒 の 活 性度 及 結 晶継
J.i{.1ρロ9..J.c.w..F-ier..友E.ゴ}は,
J-Am.Ohem,tioc:,58,1101-OB(1034)
胤 肝 式によ!+.ば抽 分.予雌 ・'1τφ・π 堰 雑 礁 の反感・二蹴 硝 靴 鰍 礬」・一第二飜
固雌表面1.=俵る鯛嫌作用三ま表面原干の排列又は表面
原繝 の跪舳 二何鋤 叨 耐 こな翻 係が弊 す喚 筈.
である・神 にレて現今迄かかる問魎を嚇 に読明†
る責驗的證明が無かつた・fチ 川アルコールの分解は













































































































物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.2(1934))
.抄 .鑠 窪3
一
7】.8Ni 28.9Cu 119 148 jai f.o c. s:saa士
ド ト「.'o:ooos
L一.
46.4N1 鬚;,6Cu 91 11S va f.f. C. 3.5640士 o:ooos
=・
4L/1¥ii9.06i 50 ,,, 12i1 r.C. C. a:W51士
``.
n.onos
u.RPe 24.2c、. . 1」, C. C. ?.RuSG士 `,」00`夏7. 巳1
51,0Fe 5UACa b6c. L`. 2,璋5囓}lit u.ooac 「





































4.電 手 或 ぱ イ オ ン衝 撃 に 儀 て 生 ず る
經 縁 性 強 膜
1ミ.lo.SteWart,phry・1くCVa45,98E-490(IUa4,・
低 壓容 器 内 に於 け る放 電 現 象 を取 扱 ふ 際,往 々 に し
rCの 覚 極 金 屬表 面が 搬 色.を受 け る事 が 題 め られ る・
.本諭 女 に於 て は,二 の 聖 色 表面 膜 の性 質 を考 察 し,且
つ それ が 一般 眞空 内 電 氣 現 象 に對 して,電 婪 な意 味 を
生 中 る李.を指 摘 しT_jdる.
約10-sinmHg程度の 虞窒 度 に於 τ酸 化物 熱 線 峰 ド.
依 て 電 壓19(P-210Vの下 に,】一18(×・10一AAmp.).の電 子
電 流 を流 す ど白金 對 電 極 表 面 に 經縁 性 の1干 渉 色 を示












夂糠 の鱸 働 爲に,一旦生じ腋.Ll・囎 確
積が行は.れて,そ の結果 としで電子線の.5clfd雨㏄L.ian
の生弩 勸 靱 め られ.る・
この被膜は干渉 邑を皐するに至らn程薄 くτもその
影響が棚需著 しく認め られる.從來源因不明と譽へ ら
れて來た種 々の簀驗上の障.wは,二の見えざる被膜に
起因すゐ事 多か る訂 しと考へられ.る・









ル線 を生ヒ齣,金 鴈や蔚 磁1蕁 へその線を鵬





























但 しCは 潭 定 系 の電 獵 容 臨dサ はdt時 間 内 に 起
る電 位 の 變 化で あa.而 しτ 實験 箱 果 に 俵 オi.ばiは其
時 の 電 位 じに比 例 レ τ變 化 す る 即 ち
1苣「D-as_
蓋 に ㌔ 拭 最 勧 の 電 流 の 強 き・aは 恒 數 で あa一 從 て
.ヒの 甬式 か ら
㌢二V(1-O醫臓tμ)(V:卒衡 状 態1二.於635位)
碕loと 温 度 との 鬮 係 を實驗 的 に求 めて
lug.io=,e,r,.(こ1,1,1よ恒 數)
な.る結 果 を得 た。
一 般 に金 圏 を眞 空 巾 で 加熱 し た場.4'i一は 」.金雛 の 正
イ ォ シが 放 出an,氣 體 の 存 在 す る時 に,氣 膿 原 子或
`よ分'干が ヨ三イ才 ン と.なる 事 カ1認め.ら.れる.m:し醸 素 の
場 合 に は 負 イオ.ンを生 す.a.斯 か る現象 は,.吸着 き4聖
':氣胆 分 子 が 分 極 さ躍1・,nつ分 解 さ」聖て 吸 箸fオ ンの
状 聾.とな 帆 そ の 内豪 面 を離t,る.に充珍 な熱 工#nギ
ー を受 け た もの が イ オ ン と して放N1され 弓.もの と考へ
f.li.る・ 旦財 オ ンの正 負 は 吸 着 され.た分w'分子 の配 列
丿∫向 に闘 係 が あ る もの で あ ら うと想 像 さ.れる・(綬 藤)
君 炉 宀ぞ一 》一、.い …
.6,加熱 金扈 の 電 鑓 的 眠 態【VI】COの戀 催
に 對 す る 恥 の囎 作 嗣
G,1.Finch及SLR。Itrad(nnl,Prnc・Ruy・
∫旨ミlM.,144.aao-3蓼9(193{}・
前 級 に報 争rさオ.したを毳な.金r颶の荷 電flA'態とそ の ≦裔屬 の
觸 媒作 用.との 間 の 隅 係 を研 究 す る爲 に ・C`)と;.と
の荷 め 反1患に.對す るAuの 觚 膿作 川.と.,その 時 相 俘 つ
て 包 る'ハ腿 の蕾 電 状態 の變 化 を観rtしi二・反 嘸 速 度 は
觸喋向上を繰返へし簫環せしめられた反應氣體の壓力
の變 牝か.ら求 め られ 卩 この反 應 が.C〔)に.幽.して 一 次 的
に進 行 す る事 力ご認 δ昏ら.れた6.11つこ.の時6墅電 位6ひ日寺間
的 變{ヒは 前 報 の(孤}式 に相 莓ヒす るr・
t一=tX(1-c-1'L)






り 水分 を含む試料に於ては乾燥 された場合・に比し
τ,kも.アCも大となる・
2)上 の差異は温度の上昇 と共 に淆減する・
;1)㏄對壓力,及 びk對 籐力の開係は互に相似形
となる・




































酬 一 、い.一 蜘.Ar.一一 尸...'.".一_Arθ.、
聞.
闇L… 　 "酬.冒 一r一.叩一 一 轟
片 は 梺 均 串㌧ユ0分子 の厚.さで あ る と計 算 され た ・
禽 弗 化 か ル シウ ム表 面 の 弗 素 イ.:.オンは,(1).1個の 弗
素 イ.オンに對 して 】個 の 永 の分 子,(2)1偶の 弗 講 イオ
ンに對 しτ1個 の 水 素篆 子,(3)2暉 の 弗 素 イ オ ンに對
して1個 の 沃 嚢分 于 、5{》2個の 弗 素{オ ンに 對 しτ1個.
の オ ル ソ昌 ト ロ7エ ノ」n分 子,(5)4個の 弗 素 イ矛 ン
に對 してi個 の パ ラ ニ ト卩 フxノ ー ル 分 子 が 吸 著 され
る事 を實 臉 に よつ て磯 め.た・(窪 川)6
一'一
8.腋 着 力 の 性 質 に つ ～・て
」.}1,delk肥rJ。E,1.1..C囗5tor.Z.pliy+ik,
Chem.7;.25,惣5-237(]979}・
(1).炭素 に よ る吸 着 に 淤 け るvanderWaals吸
着 力
?olanyi及tpndひnに依 り提 出 され ～二るSYaal、吸
cNTtC.1着
a*・・L'・「・.it;Φ副 ∬ 「平Nd膳 一丁 一 πr(亅く・・
吸 皆 分 干 と..各吸 特剛 原 子.との距 離,N;單 位容 績 内 に
あ る吸 昔削 の原 子鋭,∂,吸 膂分 子 と吸 管剤 原 子 との最
短 距 離)は 賓 測 匝 よ り1毫1倍も小 な る價 の 吸 皆熱 を 輿へ
るの で あ るが,炎 面 に細 隣 凹 所 等 が 存 在 す る とす れ
ばii。.N2・"!,CqD、c:1[1及〔 :{,雪等 の 吸 管 に つ き略 々實
測 雁 に等 し き1薩を'興へ る こ とを鼓 學 的 に示 して 居 る・
(2)イオ 冫 よ りな る結 品 蓑 面 に 於 け る吸 着
此 の 例 と してYiaC.1表i酊に於 け るC6H51,Kの吸 管
の場 合 を取 扱 つ て 燐 る・.此の 場 合`}1.[基が 双極 チ を
有 す る こ とに よ り其 の吸 着 の状 聾 はC",,Ets基の それ と
相 達 す る と考 へ 次 の 知 く吸 管 エ ネル ギ ーを 訂 算 して居
る.
(△)OH墓 の 級 着(D青 爭電 的 騒 着,今OH基 の 双
極 子能 事F=el.7・10曽ISe.f,u.がり 原 子の 中心 に 存 在 す
る もの と し(實 際 には 澗 邊 に 存在 し,捻 め に 双 儼 編 合
二 争ル ギ ー【ま中・ひに あ る時 よ も大 とな る もの で あ る)・
此 れ がUオ イ ンの上 に1捻A馨 る距 離 に 於 て 吸 著 す
る もの と しτ其 の 結 合 のP皐 ル ギ.一ΦtlをC'y、=一恥
り
(F;3・2Aに於 け るNaC】 の電:場の 強 さ)に て 求 ひれ
ば2.36kcaSl皿iolを得 る.吏 に雌 の 暑合斥 力 に 蜀 す る
輔 正 を行 へ ば 此の 饉iはL2kcallmolとな る ・
(iゆ▽anderWaalstU着OH墓 がvandcrWaals
カ に よつ て 眼 着 す る とすれ ば 吸 著 エ ネル ギ ーは Φw2
.
0・釦kc且11由1:,1となtJ夏に斥 力1;よる補iE.を加 ふ れ.ば
0・2kcalimolとな る・
Ci.i,靜電陽 に 於 け る勇 極 作 用 に 依 る吸 着.此 の 曷 合
に 於 け る 蛟 着 ニ ネ ル.ギ_1匿・屡 ほ ・Φ`昌._鞏 芒_..olO65饗
畑[岬(・1亀}}1の頒 能)1・てPtPtられ・..斥加.俸:
る補 正 をすftば此 れ は 爽 にo・e・a2.kcallinol.とな る・叉
此 の 三者 の エ ネル¥一 中 ・1,pが最 も大 な 乙が 故 にOH
.基が 漁d表 面 に 定 ガ 向 的
に吸 著 寸 るG',の.として 居 る.・
〔B)C6H,基 の 吸 着c嚇 墜㌔ 墓 は 双橿i子能 率 を 宥 せ.
ざ る 力詈故 に與=れカ`弓醍着 犀よs'andet.、Vaals唆暑 であ る.と
.する事 が 出 來 る・ 琵 の掲 合 壗 ンゼ ン核 の 裏 面がN江Cl
の 畑 に午 行 に嚇 す る もの とし 其 の 雫 均 飜 を再
リ ヨ
び=B・2へと..すれ ば Φ'w=Vhlkeal/molとなb斥 力 の補
ユ1三をす れE-S'L5ken[1,"【}1とな る ・
故 に埋 ψ 翁 合 の 計 算 の 縞 果 を錬 合 す る と 引 【墓 の
1麟 林 騨 一 は Φ。+Φ… 。.・.5kg。1とな れ ど
も類 喚r懣 ・る矧 の僧 臓 の彰獣 双驍 寧
が周邊にあるとすれば此の儘は實際に.於て此れよりも












墾鞭 騨 こ於て工韃 韆 羹唹 ・工







9・吸 着 ペ ラニ トロ,エ ノー ル分 子の 光 騒 敦 曲繍.
並 に 興 の 纃 析
」・H・deFWer及」.1・㌔1LCllglen,.r:physik.
Ch聯 ・1ち25,238-soo(19麗卸
一 般 に 吸oafの 吸 特後 の 吸 收 スベ ク ト.ルは吸 靖前
の それ に比 して 或 る 種 の偏 移 を受 け るの で あ る・ 著 者
等 は(aF,にP収02c6H』oi3分 ・子 が 吸着 されL場 合
吸 管 後 に 於r赤 の 方 へ 衄 移 す.るこ とをY.uめた・ 本 研究
のi3的は 此の 吸 收 曲 線 を解 析.し,p-N侮C岬50H分 予
の吸 管 状 態 を研 究・ぼん と† る にあ る.
一(抄 縫)一
,
7。 。 。 学 。 進 歩Vol.SNo.、 、1934)
丿






11faYdjづτ 喰 囎 齣 それ肪 る・

































一 囲 の 如 く.なる.此 虚
に於 τ吸 管 温 度 は全 部
2L㌍Cl二 しτ 由線1よ
b且6迄`よ1ト話 トロ,7
エ ノー ル 含有.管を`.}。
に して測 定 した る もの
ITより22鑑1蠡室温 よ り
ひ
1・5。C.砥い温 度 に保 つ
て 測 定 し た δ もの で あ
る・ 此 の 闘 に.・よ.り吸 收
樽大ほ吸管渡度の大.となるに從つτ短波艮の方へto
る.Nれξも,曲X72より22遙は噌んど一定であつτ・
純 「一二.h.v7=.ノー'畷繊 長313四 と殆hど 一致.
する事が解る・今収袴に要する時間 と.timxsとを聞
示 す る と.第二 鳳 の 如
くなn此 處.に二 つ の
吸 管曲 線(吸 普曲 綟
1;1一!6,..吸.蔚1由線i=







































ぎz門釧 騨 卩サ繍 」
圖がそれである.此




て β吸 着 がsに 起 .るこ とが 解 る・
以 上 の實 嶮 事 實 よJ.a吸 着 はou基 が 其 の 双FSf
に ょ り('aF.のFイ オ ン に吸 管す る こ とに よh.H+
の電 離 に類 す る現 象 が超 つ て 触 ぢ と.考へ られ る・1Y際
に於 τ.P一 二rO,7エ ノー ル の電 離 はstoNｵよn
40〔脾 へ 吸收 帶 の偏 移 を起 童.ので あ る演,8N人 の場 合
には310押 よ り365四 に 傭 移 す る 二 とよ り以 上 の假
定 は 可能 で あ る こ とが 解 る・ ヌ.β吸 着 は第 三 圏の 實 驗
結 果 及 其 の 他 よ りs吸 符分 子 の 上 に1'SiderWanls力
に よ り・更 に 第 二 の吸 著 層 が 出來 る こ とに 依bて 蛋 す
ろ もの とす 事 が 出 來 る・(李)… .一.
10・高 壓 に 於 け る水 素 の パ ラ 彡 ウム
黒 に よ る吸 著
V・lpalicR,J十.及、1'.c.'1㎞h〔レ艦 」、1'Lys.
1:Lem..3B.G2.'t-G::t(1931).
1'.1-il.系の 研究 は 多 くの人 々 に よつ て 行 はれ て居
るが 實 際 に 高 懸 の下 で 研 究 せ る 人 は 少 な い.古 くは
IlewarがH3を吸 着 しな い臨 界 温 度が 存在 す るや 否 や
を見 る爲 に行 つ た 研究 が 有 るボMロnd;R・m5πy,tihield.
は 室 温 にCはa・6氣 壓 迄 は堅 力 の堀 加}まff.の吸 着 砥
に 影 響 しな い 事 を指 摘 して.ゐる.・最 近 のHoltSie祀rb.
FirlL,][cUain・M田匸er・Sc6wabe等の研 究 鞘 巣 か ら縫
て の 白金 屬 金 鴉 はH.を 一 次的 に吸 著 し,少 く とaPll
の場 合 に は 固溶 懺 がfβられ,化 學 組 成の 一 定 せ る.化合
物 は 出來 な.いと云 ふ 結 果 に.なる・ 然 し乍 ら,1'a,のm
合 に はHgが 直接 溶 解 す る と考 へ られ.るか らibの 吸
皆量 は 壓 力 に開 係 せ ね ば な ら$j.run.Samson-Ili皿nlcレ
stemはHoitsema,1:weboomの賞 驗 直 を再 齢 鄭す.る:u
に俵 り次 式 を提 出 し た・x=alogp+b但.しTはH、1の
溶 解 せ る濃 珪喧,1■.1ま壓 力.a及b「 土恒 鼓7次1こvin
Samwn-1{immclstemlよ叉 電 郷 的 に1000氣歴 の下 に 於
でPd巳 二nコ.を飽 和 ・HLしめ た薯吉果10吐〕0飆.と】彡鼠壓 しと♪
時 と吸 著 量 に は殆 ど差 が ない ど云 ふ結 果 を{畧}た・ 著 者
は普 逋 の.lP孔lienのliomL:の小 型 の 非 常 に 簡單 な 装
一(抄.鏤)一
覧』 ?
物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.2(1934))
捗







める指針がつい.てφて,齢Pdを 卸 た碑ゆ 聡
と永 棄.を入 れ 之 の 閉 管 を破 壊 す る事 に依 り測 室 を開始
† るの.で.ある・.最初 賦 早 く二 年 時 間 径 に 早衡 に準 す.,併
し低 壓 の場 合.は更:に時 冏 が 要 る・】魚 懸 以 上 でlx'lt,の
溶解 度 は 極 徐 々に墳 加 す るの み に しτ,15り。に 於'[?i
魚 壓 の 溶 解 度 は 一 鰕 に 於 け る1.・;9倍に す ぎぬ・ 著 者
は 温 度15。,25。:一goo。,1昏0『,・200。,300。C,壓力1-27
氣 壓 仁 於 て 實驗.を行 つT3r:る・ 貴験 結 果 を撫 括 す7るに
壓 力O.u-25錻嚀睦。温 度2{)o.ド.1〔Doo.及.150'に於 け る各
々の 等 濫 曲 線 は何 れ もの1-2氣 壓 附 近 に於 て 急激 な る
上}{を示 して.ゐ.る・ か か る.結果 はHbiisemoの結 果 と
良:く一 致 して ゐ るゼ 著 者 は之 の 溶 解 度 曲 線 に 於 け る急
激 な る變 化 を読 明 す る に,1'dとti.の 悶 の 化 合 物 生
成 が 或 は 客 易 に混合 しi:D2'る1霞1瀞履 の 生戒 に蹄 因 す る
も.ので あ る と考 へ て ゐ る.が本 諭 夊 で ぱ著 者 は 何fLIIる
や を明 確 に醗 明 す.ろ事 は 出 率 な い と夛 つ て ゐ る・200『
及30〔weに於aiる聟絵 縞 果 の 等 温 曲 綟 は 下圓 に示 す が






























ず 押' .へ'♂ へr一 響齟r」{.サ「'一 ・






lliashelWしKd等ほ 前 にIeを 觸 楳 と して 此 の 反 慮
(CHボOH→tlla+t:O)を 研 究 し.たが ・ 著 者 は 更.に
N匸.Ts,.ビリ.ヂン,CN,HCN,SO窪,}lrS・HG1・9.ilら
を用 ひ て 研 究 を 行 つt:rk.NII3,ピ.yヂ'一,L;N,11CN,
S{.〕:には 觸 媒 能 力 無 く,L;r,・・1[Ll・.JltSは筒 媒 作 川.を
呈 した ・.そ7ζで 此 め 三 觸 媒 に 蔵 て,.隅蝶の 濃 度,ア 七
タ..ルヂ ヒ ドの 濃 度及 び 反 呱 の温 皮 ど反 懸 遖 度.との關 係
を 調べ 治.そ の 結 梟 は.いつ れ の 婚 合 も・反 感 遉 度 は鱒 蝶
の 瀘度 に正 比 例 し,反 感 の戎 歎 は ア セ タ ル ヂ ヒ/'lr,L三開
し.て大 盗:HCIの 時 は 一 次,H!Sの 時は 二次;Br…の時
は その 中間 に あ る.又 活性 牝熱 はIILI,}lsS,Brrに對
しτ 犬 壕.4311硬。菫血.且5,24・εk血1・」となつ た・以上 の結





る.が(2)1沖間蝋 とc・1・COIl烈鞋 の餤 に
偽る.二分子反感である・(1},(2)・(3)あ開係から導





　 　 　 も
れ 都 最 後 に 觸 牒能 力 を宥 す る もの と然 らざ る.もの と.噸'..・
を比較 し夙み ると,隅温に於てCH3COHと反懸し得
るものが此め暑合觸媒能力を持たない事が.わかる・ご
h,:對ば 麒 勧 幽 すasaStt±ra;・於τ頒 し
易い物質である靨に於τ共通 しτゐる・(外山)
～ 一...,、L..齟
量2.コ レ ス.テ リ 冫 ゾ 轟 に 依 る 遘 酸 化 永 秦 あ
,傚 不 均 一 系 的 分 解
1:Rememp一,13cr.--tsch.Chem.Ces.,
67曾1=レ塾一140〔19:}4)・




ぐば コレステ リンエステnR81Sレチチンの知 きものは
殆1t.ど觸蝶能を有せず,夂 コレxテ リンも分子賦.に分



















一 ～一 　 .　7.・一
13,▲1及Cd「が騨酸匿溶瞬する場合の
賦 濤 及稼 器
,:.J副cz∫塒kl.」及T.PicrzcDl+1:i;Z,anり㎎.
lhem.,217,298-as(193垂}・
A且 及Cdが 鹽 酸 に溶 解 す る槻 合 その 反 懸 遠 度 は
liCNti,1'S(NH,),・00(NHg},・馬S,a.,iu:ざ,K〔=l
hso,,、1ClrFcql3等の 注 加V=(Cchて加蓮 或は 掃 制
せ られ る.・其 の隙 纏 及麟 隙 よ購 獣 φ粛 加 及 減
少 の%で 示 され る・ 本 研 究 の 目 的 は上z添 加 物 質 の賦
活 度 及蟻 灘 度 を測 定 しA1,がitc:Ichi{_溶解 す る時
の機 構 を窺 は ん とす るに あ ろ・ 衰瞭 装 置 は・iici中に





の飜 夊i媒礎 の軸 の徽 絢 黝 現象瞰 つY
影響.され.る.のみなら.争叉舗 表面及黻 串に.於て起る
特有め化率友感:と密接な闢係がある.と宥づで居る.
1...・ ヱ軸).,一 一'一_ ,








.'叩 ゲ ン漂 自液 反 膳
rX・Skナ51n】:.乞・E且ektrochein」,40i23246(lg:s4)
'加 .特 瀬 淋 勘 る
.酸化 綿 の 繍 か ・ゲ.・
の種 々 な存 在 状 態X多Xlt及 次 藁 ハti.ゲシ酸鹽HXO
　
よケ～'ロ.竿ン化物と'・.ロ.ゲン酸盥を生「鉾.著考は永ら
く研究の覯 此の反應は舶 ゲン働 と.ハ・ゲン囎







































に於 て は ハ1ロゲ ン酸 盛 の 生成 は のHXt)+HXけ2=;
1.12X幽(緩冫 ω1・1二X:O,zl・IXtlXt,s(iiXzTI・+X'、
　　 ロ 　
1{Xtくろzi.1+XOaO…Cl)茲にzは 瞬 間 的 卒 衡 を示 す・
之 に類 似 レて 次 亞 ハ ロゲ ン 酸 嘘 が.XOノ としτ 存 在 す.
る ア効 唯 黻 の 場 餌.σlx(「+xo・'コx?o・"・
㈹x・o・'{幺x'†x`㌔'・・… ・(11)でσ》2x・'=x・ρ～
(測定 可)・(iりX,〔,,"之X'+X・.,,ヘー ・くUm二 よ り σり



















以 上 測 定 可 能 な反 磨 に就 τ 調べ る と7[SO十HXz
ILO十¥,;1.【¥D2H十X〔y.等.1.【XzlI十XへX2十X'z
X♂t3夫 々比 較 的 念速 な李 衡 に て 漂 自ハ ロ ゲ ンの 種 々
な存 在尹彡態¥O'IHXO,1,`9ノ は 互 に7F鵆的 關 係 に
あ る1',1上r#;の反 慮 經 路 は之 等 異 な る形 態 の ハ ロ.ゲン
よ リハPゲJの 生 成 を示 し叉 各反 應 がh可 逆 的
で あ るか ら此 の反 醗 路 は 同 時 に ハ ロ.ゲン酸 鹽 よ り漂
白 ハ.ロゲ ン生成 の 迸 反 應 の 縄 路 を も示 す・(松 山)
荊




IL,CL,及びC∩ の 混 合 天 斯 に光 を鴬 て る と 旺Cl
とcoa,が 出來 る・ この時 のri,及 び(:〔,ct,a&J:1,t
を夫 々 ム112及こx]Ciレで 表 は しi&ｰ,斯 申の 分 壓 を・
夫 々(a,)及び(U(η で表 は せ ば次 の 知 き關係 が あ る
翻 鰍 にようて勸 られた・2pt,.(川・盖co}一
1・・僻 …ktip:素 と・劬 反慮・搬
恒數 と活性鹽素 とit.の反應の速度恒數 との比であつ
・脚2… 時・騰 糊 ・』傷 聯 ・
締讖雛 醸鴇鴇朧磁
れ ばci.,i=對す るTI.と1.1窓の 反 懸 能 力 の 比 が わか
る.こ の 力 法 は 不綻 物 の影 響 を受 けな い 利 點 が あ る.
鯔 ・及;a3?^・於・・上齣 臨 ・・及び
































扨τ 触 ・n吻 雁 式 をAll.hば・壽一一(却 ・
e-141-4:)/ltTと裡}く事 力:出來 る ・上 表[=示 す 如1く二 つ
硼 度唹 … ÷ が・かつτ・・力州 級 ぴ
Q1-Q釁 を計 算 す る事 が 出來 る.か く してQ.一Q.=
一1020ca1.及びS I'SFO.66を得 る.も し水 素 同 位元
素 が 互 に 等 しい衝 突 直徑 及 びStPIIC(attarsを持 つ τ







駁振器を用ひ,之 れが 其の振動數 として.,1..x10^
しlme51肌c・に調節 しr_itoしτ此の/4NC.T119.'1'に小さ
な躍型の車徑約 .15mmの試驗管を取付けた・其の取竹
47は・特に鋤 透電・急激黝 謹 鹸 生等監謝 し
























7 1・顔糧 ・・.一.・'7'一 辱∵ コ




ns爆 發 り 時間 壓 力 齪糠 に 俵 つ て球 容 器 内の










始 まると焔は瑳の中心か ら球形を爲 して進行.すると考
へ られ.る・ この例では爆螢がむこ.ろ,と中心φ部はまだ
爆駁し七ない部分を壓縮寸る・この.仕事は最初の澄度
酌 高い澱 にする・燃えた紛 ま仕亭舛 塑 の温
度のニネルギーを失ム・焔が遒むにつれて爆鼓した部
分 も未だ爆發ぜ貞部分 をも壓縮 し温度は兩方共壌加す
る・




位 時間に爆慶した虱斯の量で,こ の殼の厚 さが焔の進
行する.泓さである・此殻の厚さはその中に含まれる武




























て速い.温 度勾配は中心の方軽高 く外に向つτ低 くな
つて居 る.(常盤)
一(抄 鑠)一
